小学校第５学年「心の健康」（心の発達）

１．単元名「心の健康」

２．単元の目標

　・心の健康について関心を持ち、学習活動に取り組むことができるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

　・心の健康について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動により、実践的に考え、
判断し、それらを表すことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）

　・心の発達、心と体の相互の影響、不安や悩みへの対処について、課題の解決に役立つ基礎的な
事項を理解できるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

３．単元について

　児童にとって、｢心の健康｣の内容は、４年生で学習した｢体｣の内容に比べて、具体的に捉えづらいと考えられる。そこで誰もが経験しうる具体的な場面を用いて、「心の発達が年齢段階より異なること」「その発達には人との関わり、生活経験、年齢などが関わること」を指導する。さらに、「心と体は相互に影響すること」「不安や悩みは、誰もが経験することであり、適切に対処する必要があること」について指導する。その際は、指導方法についても、たとえばブレインストーミングを効果的に使って意見をできるだけ出し合ったり、事例などを用いた活動を通して意見を発表したりするなど、具体的かつ実感的に学習が進められるように工夫することが大切である。

４．単元計画
	
	第1時
	第2時
	第3時（本時）

	主な学習内容

・学習活動
	心の発達
	心と体の相互の影響
	不安や悩みへの対処

	
	○心は、家族、同性や異性の友達、地域の人々など、人とのふれあい、あるいは自然とのふれあいなど、多様な生活経験や学習を通して、年齢に伴って発達すること。
	○不安や緊張時には、動悸が

　激しくなったり腹痛を起こしたり、体調が悪いときには、集中できなかったり落ち込んだ気持ちになったりすること。

○心と体は互いに影響し合っていること。
	○不安や悩みがあることは、誰もが経験すること。

○不安や悩みへの対処には、相談する、遊ぶ、運動するなどいろいろな方法があること。

○自分に合った方法で対処できること。

	
	1.いくつかの場面において、幼い頃と現在の５年生について考える。

2.年齢による感じ方の違いについて教科書や自分の経験を参考にグループで話し合う。

3.異年齢間で比較し、気が付いたことを発表する。

4.心が発達する要因について考え学習のまとめをする。
	1.不安や悩みが体に与える影響について考え、グループで話し合う。

2.体調が心に与える影響について話し合う。

3.心と体は互いに影響し合っていることを確かめる。

4.学習のまとめをする。

	1.様々な不安や悩みについてブレインストーミングにより多くの意見を出し合う。

2.様々な不安や悩みへの対処の仕方について考え、発表し合う。

3.事例などを用いてどのような対処の仕方があるか考え、発表し話し合う。

4.不安や悩みへの自分に合った対処の仕方について考え学習のまとめをする。


５．展開例（３／３時間）

（１）不安や悩みへの対処

（２）本時の目標

　　・心の健康について学習したことを自分の生活と比べたり、関係を見つけたりするなどして説明す
ることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断）

　　・不安や悩みへの対処について理解したことを言ったり、書いたりすることができるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

（３）展開　　　
	
	主な学習活動・学習内容
	○指導上の留意点　　　◆評価
	資　料　等

	導入
10

分
	1.学習カードで自分の悩みや不安をチェックする。

2.全国の５年生の悩みと自分の悩みを比較する。
〈予想される反応〉
・友達についての悩みが一番多い。
・私と同じだな。
	○話しやすい雰囲気づくりをする。

○学習カードの当てはまる不安や悩みをチェックさせる。

○全国の５年生の悩みについての資料を提示し、同じようなことで悩んでいることを確認する。

○悩むことは悪いことではなく、成長するために必要であることを確認する。
	学習カード

資料１

どんなことで悩んだか（統計資料）

	展開

30

分
	
3.悩みを抱えた時、どのようにすればよいか考え、自分の実践やアイデアを付箋に書いた後、グループで一枚の紙に分類し、まとめる。

	○自分がどんなことを実践しているかを付箋１枚につき一つ記入させる。

○思いつく限り書くように助言する。

○やったことはないが、実践してみたいというアイデアは違う色の付箋に記入させる。

○各自の付箋を、似たものごとに分けて模造紙に貼らせる。
	付箋2色
模造紙

	
	4.模造紙を見ながら、質問したりエピソードを話したりする。
〈予想される反応〉

・悪口を言われたときに思い切って先生に相談したらアドバイスしてもらえたよ。
	○自由に質問し合ったり、エピソードを話し合ったりさせる。
◆【思考・判断】

心の健康について学習したことを自分の生活と比べたり、関係を見つけたりするなどして説明している（記述・発言）
	

	
	5.グループで「体ほぐしの運動」を一つ試してみる。
	○「体ほぐしの運動」を紹介し、実際にやってみるように伝える。
○運動するなど、体を動かすことが心の健康にもつながることについて運動領域と関連付ける。
	文部科学省
「まるわかりハンドブック」

	まとめ
５

分
	6.学習のまとめをする。
	○学習カードに分かったことや感想を記入する。
◆【知識・理解】
不安や悩みへの対処について理解したことを言ったり、書いたりしている。（記述・発言）

○悩んだときに､相談機関を利用するのはよい対策であるが、SNSで、知らない人に気軽に相談するのは気をつける必要があることを伝える。
	


悩みがある時には、どうすればいいのだろう。





・不安や悩みの対処には、大人や友達に相談する、仲間と遊ぶ、運動をするなどいろいろな方法があること。








